


私の営業デビュー  佐藤光一 

14 年前に長年勤めていた会社をリストラになりました。 

建築写真を撮影する会社でした。狭い業界だけに求人募集を待っていてもないと思い独立すること

にしました。失業保険が 6か月もらえる、その間に何とかしなければと毎日、毎日、営業をしまし

た。めーいっぱいやると、不安は感じず仕事はないのに充実感すらありました。知り合いの人から

「トップセールスマンの極意」という本を貰いました。そこには「トップセールスマンとは最も多

くの侮辱を受けた男である。」「トップセールスマンとは最も多くの断りを受けた男である。」そし

て10か条の最後に「トップセールスマンとはそれを乗り越えた勇者である。」と書かれていました。

今の時代には少し大げさに聞こえるかもしれませんが、この言葉を心に思い営業先のドアをノック

していきました。 

主な営業先はブルーシートに覆われた建築中の現場の事務所である。土曜日はどこの現場も仕事を

している。街が静かなので自然と工事音がする方向に足が向いた。ある時は、電車に乗っていて川

沿いにブルーシートの建物を発見。声をかけてみた。そこに 3 回通って仕事を頂いたこともある。

新規開拓が出来るようになると、新規開拓ばかり狙いたくなる。全然知らなかった人と関係が持て

て、仕事に対する代価をもらえたからだ。しかし、私は一人なので広げすぎては無理がある。仕事

をやらせて頂いた人達を大切にして、役に立てる存在になろうと思った。その頃の出会った人が今

のお客様たちです。 

営業は色々変化しながら、もちろん今も続いています。 

 

 

西湘のビデオ屋稼業  高橋 昌一        

2018 年も時間が流れ去る感じで 2 月に入った。年末に続いた撮影の編集もようやく峠を越えた

感がある。油断できないが。 

その年末の撮影で機材トラブルが発生した。 

一つは、マルチカメラ撮影には必須の外付けモニターの故障。ガイドブックにも載っている機種

で購入したばかりの品。撮影開始 1 時間ほど経過後、その中の１台が突然のブラックアウトに。 

「あれっ？ 結線のゆるみ？」とあたふたしたが本体の故障でした。 

二つ目は、マルチ撮影時でのステージ全体を押さえる引き用カメラ。明暗変化の際のハンチング

を防ぐためにフォーカスを置きピンにしている。年末の連続撮影終了後、撮り溜まった映像の編集

スタート。その「引き用カメラ映像」のピントがどうも甘い。一瞬、ピント合わせの失敗？ でも

キッチリ合わせたはず… 思わず自分自身に対して疑心暗鬼になるいやな気分。他現場での映像も

確認したところほぼピン甘画像の連続で気分はややあせり気味。そして１月にあったホールリハー

サルでそのカメラの確認をしたところ、結局カメラ側の不具合と結論。 

 年末の連続撮影データはその都度全キャプチャーし、編集画面のタイムラインにまで並べてデー

タの確認はおこなっていたものの、引き画ゆえ、よもやのピン甘画像の量産には気づけなかった。 

 

 モニターはすぐに無償修理対応に（液晶パネルとメイン基板交換）、カメラはこれから修理に出

す予定で今のところ原因未特定。 

で、結局編集作業はどうなったのか？ 今回は、本当に運よくなのか奇跡的なのか何とか編集のや

りくりで無事に終えつつある。こういう時って本当に心底何かに「感謝」したくなってしまう。 


